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【林業及び役場庁舎の計画について】
①　林業については、森林環境譲与税が交
付されているがこれの使途について具体的
に示せ。
②　庁舎計画については具体的計画を示し
てほしい。

①譲与税の使途については、暫くの間は基金に
積立し町管理の林道（５ヶ所）の整備を計画し
ています。

②新庁舎建設基本構想（ＨＰ掲出中。6月広報
時に概要を毎戸配布）のとおりです。
（構想にはスケジュール、事業費、財源、場
所、階層、面積、収用予定の課・職員などが掲
載されています）
この構想に沿って、これから具体的な設計や建
設・移転日程等を決定していきます。

①農林水産課
②財政課

学校教育課

2

【職員の退職者再雇用について】
　退職者の再雇用が現在実施されているが
この制度及び処遇について具体的に示して
ほしい。

　再任用制度は、60歳の定年から65歳の年金受
給までの間に、無収入期間が発生しないよう雇
用と年金の接続を図るための制度です。
　任用にあたっては、毎年度、意向調査により
本人の希望を考慮しつつ、これまで培った経験
を十分に活かせるよう配置を考えています。
　処遇については、勤務時間が週25時間の短時
間であるため、正規職員の6割程度の勤務時間
となり、給料は20歳代並みの16万円ほどを支給
しています。
　現在9名の再任用職員を配置しており、専門
員として従事しています。

総務課

のへじ♡ファンミーティング　事前のご意見・ご質問（馬門公民館　7/28）

意見・質問内容 町回答内容

1

【小学校の統合（３校）について】
　当町の小学校の統合はどのような計画等
であるか示してほしい。

 昨年度（令和元年度）、教育構想検討委員会
から、町内小学校の適正規模・適正配置に関し
て、３校の統廃合を進めること、馬門小学校の
先行的な統廃合も視野に入れること、保護者な
どからの声を聴くことといった意見が出されま
した。

 このことを受けまして、今後、統廃合に向け
た具体的な検討を加速させて参りたいと考えて
おります。

 まず、今年度、小学生保護者の皆様からご意
見を伺う予定としております。意見聴取に当
たっては、より多くの保護者の声を聴きたいこ
とや、コロナ感染症防止の観点から、会議形式
ではなく、アンケート形式により実施したいと
思います。

 そして、年度内には、具体的な統廃合の方法
やスケジュール案などをお示しした上で、来年
度において、住民説明会等を開催し、統廃合に
向けた合意形成を図っていきたいと考えており
ます。

 町としましては、現校舎の耐用年数や老朽度
を考慮した場合、新校舎の建設が妥当であると
考えておりますが、新校舎を整備するとなった
場合、設計や工事のため、３年から４年程度要
しますので、実際に統合されるまでには、検討
期間も含めれば５年から７年程度要するものと
想定しております。
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【有戸農村公園の遊具新設要望】
　今年６月末に公園内の遊具（ブランコ、
シーソー等）を危険な状況であることで全
部撤去したが、子供達のため早急に整備を
要望する。

　町の財政や費用対効果等を見極めながら検討
いたします。

農林水産課

3

【町の人口減少対策へ提示】
①現在、町の人口13,000人位で減少傾向に
あるので、その対策案としての新生児お祝
事業5,000円の商品券を30,000円に増額す
る。
②定住促進事業として結婚祝金100,000円
の商品券を支給する。
以上2点を提案したい。

貴重なご提案ありがとうございます。
　当町の人口減少については、喫緊の課題であ
ると認識しております。新生児への対策や若い
世代や子育て世代の支援対策は、町としても移
住・定住を目的とした施策として今後必要な事
業であると考えておりますし、人口減少を食い
止めるための必要な施策となると考えますの
で、国や県の補助金等を活用しながら当町の実
状にあった事業の内容を検討していきます。

地域戦略課

のへじ♡ファンミーティング　事前のご意見・ご質問（有戸地区学習等供用センター　7/30）

意見・質問内容 町回答内容

1

【小学校を野小に統合したらどうか？】
　子供が少なくなって、やりたい運動もで
きないのではないのか心配です。

　全国的に少子化が進む中、当町においても児
童数は年々減少しており、社会情勢をみてもこ
の傾向はまだまだ続くものと思われ、これによ
り、学校の運営や教育環境に様々な影響を及ぼ
すことが懸念されます。

　現在、当町の小学校３校を合わせた学級数は
20学級であり、10年前と比べて９学級の減と
なっています。特に馬門小学校においては、複
式学級を編成せざるを得ない状況にあり、小学
校の規模の適正化は、当町の重要課題の一つと
なっております。

　今後、統廃合に向けた具体的な検討を加速さ
せて参りたいと考えておりますが、まず、今年
度においては、小学生の保護者の皆様からご意
見を伺う予定としております。意見聴取に当
たっては、より多くの保護者の声を聴きたいこ
とや、コロナ感染防止の観点から、会議形式で
はなく、アンケート形式により実施したいと思
います。

　そして、年度内には、具体的な統廃合の方法
やスケジュール案などをお示しした上で、来年
度において、住民説明会等を開催し、統廃合に
向けた合意形成を図っていきたいと考えており
ます。

　なお、小学校を野辺地小学校に統合したらど
うかということでありますが、今後、保護者や
町民の声を聴きながら検討を進めて参りたいと
思いますので、貴重な御意見として今後の検討
の参考とさせていただきたいと思います。

学校教育課
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野辺地温泉、若葉の湯が無くなって自宅に
風呂の無い方が沢山あり困っているので、
何とか再開できる方法を町の力でできませ
んでしょうか？

　事業者が営んでいた公衆浴場については、事
業主の高齢化や、設備の老朽化等のため廃止せ
ざるを得なかったものと思われますので、同じ
事業者のもとでの再開については困難であると
考えます。
　意見・ご質問の趣旨とは異なりますが、町で
実施している入浴事業は、高齢者や住民税非課
税の方を対象としていますので、該当すると思
われる方はお問い合わせください。

介護・福祉課

5

【原子力施設について】
東通原発から３０KM圏内の対策はあります
が、六ヶ所再処理工場で万が一の事態が起
きた際の対策はあるでしょうか？

　六ケ所再処理工場で万が一の事態が起きた際
の緊急防護措置区域（UPZ）は半径5キロ圏内
で、当町は圏外となりますが、有事の際は東通
原発30キロ圏内の対策に準拠して対応いたしま
す。

防災安全課

3

いろいろな問題や課題はありますが役場新
庁舎建設事業に早急に取り組んでほしいで
す。

　御提言のとおり、早期に取り組んで参りたい
と考えております。

財政課

4

【子育て環境について】
近々、他市町村から野辺地町へ定住も検討
しているが、町として子育て対策に力を入
れている点、今後検討していきたい政策が
あれば伺いたい。

　野辺地町では、子育て対策を妊娠期からの支
援として、妊婦健診費用や妊婦健診に係る交通
費助成を経済支援として行っています。また、
からだとこころのケアとして訪問事業や妊産婦
さんとそのご家族が集うサロンの実施、電話相
談や救急時のための消防署との情報連携の体制
を整えています。
子育て期の支援として、経済面では、児童手
当・児童扶養手当、新生児聴覚検査の費用助
成、１歳児のフッ素塗布無料券の配布を行って
います。また、きめ細かい乳幼児健診や発達相
談をおこない、お子さんの健やかな成長とご家
族を支援しています。
今後は、産後の家事援助（産後ヘルパー）や一
時預かり保育の実施を充実させ、こそだてコン
シェルジュを配置し、より切れ目のない育児支
援を行っていく予定です。

健康づくり課

のへじ♡ファンミーティング　事前のご意見・ご質問（中央公民館　8/1）

意見・質問内容 町回答内容

1

【新型コロナウイルス対策『学生援助給付
金』について】
　アルバイト等の活動や日常生活も大きく
制限され、学費や生活費の支払いが困難に
なり学業の継続が危ぶまれています。ま
た、通学もできない状況でオンライン学習
となり通信環境やOA機器の準備にも費用が
かかっています。
　当町は、コロナ対策のための基金を取り
崩していない報道がありました。上十三地
区や市町村のほとんどは学生支援給付金を
実施しています。教育の町を自負するな
ら、今からでも遅くありませんのでご検討
願います。

　「学生援助給付金」についてですが、国の２
次補正において、学生等への給付金事業を実施
しているのでそちらを活用していただきたいと
考えております。
オンライン授業を行うための、独自の助成を大
学生へ補助している大学等もあることから、町
独自での給付金は実施しないこととしておりま
す。
当町においては、まずは、町内の小学生や中学
生の全児童・生徒に対し１人１台のタブレット
端末の購入を行い、コロナ禍において、今後の
新たな教育環境を充実させるため、オンライン
授業等が可能となる情報ネットワーク整備の体
制づくりを構築することが必要であると考えて
おりますので御理解願います。

地域戦略課
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1

【駅前PRセンター前・広場の整備につい
て】
①花の植栽など、今後の予定、計画など担
当課と予算は？今までやって来て、感じた
ことは。改善策などはありますか。
②駅よりの常夜燈の台座に人身事故の（キ
ケン）あり。

　御質問の広場は、青森県の用地であり、県が
整備し、現在は上北県民局が管理しておりま
す。
昨年、県民局へ出向き、広場の実態や危険箇所
の改修の要望をしております。
　御指摘のとおり、常夜燈の台座や花壇の現状
については、町としても危険箇所については早
急に対応をお願いしているところでもあります
ので、もうしばらくお待ち願えればと思いま
す。

①・②
地域戦略課

2

【ネーミングについて】
　ファンミーティングの意味が分からな
い。安易な考えとしか考えられない。
ウィキベディア・・・ファン⇒特定の人物
や事象に対する支持者や愛好者のこと。

　「のへじ♡ファン ミーティング」は、形式

的には「タウンミーテイング」であり、言葉を
代えると「町政懇談会」です。「町を良くした
い」、「町を活気付けたい」という応援団、言
い換えれば「野辺地のファン」である町民の皆
さんと、町の未来の姿を語り合いたいという願
いから「野辺地ファン」と「タウンミーティン
グ」を合成した造語として命名したものです。

総務課

【役場新庁舎建設事業について】
訪問者、又職員も使い勝手の良いコンパク
ト　かつ町のシンボルとしての備えを持っ
た庁舎であることを希望します。

　御提言のとおり、皆様に使いやすく、町の顔
となる庁舎にしたいと思います。

のへじ♡ファンミーティング　事前のご意見・ご質問（駅前集会所　8/3）

財政課

4

3

【役場新庁舎建設事業について】
大規模な自然災害時などに備え、自家発電
設備、駐車場、建設用地で可能な限りの広
さは？

　防災拠点としての機能を備える予定です。ま
た、駐車場などのスペースの確保も可能な限り
検討して参ります。

財政課
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【コロナ対策について】
　7月1日に、「町独自」の対策が多く掲載され
ている号外が配られましたが、もう既に号外発
行1ヶ月以上前に緊急事態宣言は解除されてい
ます。なぜ、緊急事態宣言中であった5月～6月
に発行されなかったんでしょうか。今回のよう
な内容は5月～6月の段階で必要な情報であった
と私は考えます。

　７月１日に発行した経済支援策をまとめた号
外の記事につきましては、既に広報や号外で掲
載した支援策に加え、新たに決まった経済支援
策等を見やすく取りまとめたものです。
　経済支援策については、今後も最新の情報を
届けられるように努力していきます。

総務課

5

【役場新庁舎建設事業】
現在の進捗状況を知りたい。

　現在、用地交渉をしています。用地確定後に
基本設計業務を発注します。

財政課

6

【若者の流出について】
・若者が流出していくのは、主に高校、大学へ
の進学時あるいは就職時だが、それに対して対
策は考えているのか。例えば、野辺地高校の学
力向上、５教科を取り扱う進学塾を野辺地に呼
び込むなど。
・「野辺地は何もない」と言わせないような娯
楽やファーストフード店など、「ダサくない、
イケてるものを作る・呼び込むこと」は考えて
いるのか。

　若者の流出は、町としても非常に重要な課題
と認識しております。更には少子高齢化対策と
人口減少対策も喫緊の課題であると考えており
ます。
　就職される高校生へは、町商工会と連携し、
町内の事業者様に地元採用枠の陳情等を実施し
ております。

　地元の高校へは、学力向上や進学率を高める
ために、町教育委員会において、これまで仙台
や東京で開講している夏季・冬季講習参加への
補助事業を実施しており、今年度は町に塾講師
を招いて、集中的に講習を開催するなどの取り
組みを行っております。

　ファーストフード店などにつきましては、企
業等の戦略があり、当町を含め町村への進出は
難しいものと考えておりますが、根気よく企業
の情報を得ながら努めて参りたい。

地域戦略課

2

【常夜燈市場について】
今も朝市活性化協議会という組織が運営してい
るようですが、このままの状態で運営していく
つもりなのか又方針があるのか？

　常夜燈市場は、民間団体であります「朝市活
性化協議会」が運営し、町観光協会が事務局を
担っております。
　町では、平成２９年度から令和元年度の３ヶ
年にわたり、補助金を交付してまいりました
が、令和２年度からは財政支援は行わず自立を
促しております。
　運営につきましては、母体であります朝市活
性化協議会と協力しながら、事業者への商品設
置の呼びかけや、商品の拡充のPR、観光の中心
施設となるよう協議会へ助言等を含め、今後も
独立して継続可能な運営ができるよう連携を
とっていく考えであります。

地域戦略課

3

【防災無線について】
　7：30と17：00のチャイムは良く聴こえます
が、それ以外の放送にて肝心な内容がほとんど
聴こえてきません。特に、屋内だと何を言って
いるのか分からないという現状です。定期的に
流れる放送であればまだしも、緊急時に聴こえ
ないのは問題であると考えます。その対策等に
ついて、町長のお考えを伺いたいと思います。

　放送については、内容を簡潔にし要点を強調
する等、聞き取りやすい放送となるように努め
てまいります。災害時は、防災無線の音量が大
レベルでの放送となり、町職員による巡回放送
などで対応するほか、緊急速報メールやテレビ
やラジオ放送のメディアを通じて緊急情報を皆
様にお伝えいたします。また、防災無線の内容
は、0800-800-9959（無料）で聞くことができ
ますのでご活用ください。

防災安全課

のへじ♡ファンミーティング　事前のご意見・ご質問（中央公民館　8/5）

意見・質問内容 町回答内容

1

【役場新庁舎建設】
　進捗状況を聞きたい
　庁舎に隣接する駐車場、行在所、庭園をどの
ように活用するつもりなのか？

　現在、用地交渉をしています。用地確定後に
基本設計業務を発注します。
行在所などを安全に利用できるように配置計画
する予定です。

財政課
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【柴崎岳選手をもっと活かすべきではないか】
全国的・世界的にも知名度の高い柴崎岳選手を
もっと煌びやかに誇ろう！（例えば、駅に等身
大パネルを置くなど）

　知名度の高い柴崎岳選手を煌びやかに誇ろう
と、例を示され御提案いただきました。
　現在、中央公民館並びに町観光物産ＰＲセン
ター（町民有志による）に、柴崎選手のサイン
色紙やシューズ等を展示していることは御承知
のことと思いますが、御提案の件は御家族や関
係団体、有志の皆様方とも話をさせていただき
ながら検討していきたいと思います。
　また、柴崎選手の写真等を使用するにあたっ
ては、所属団体等への手続きや承諾が必要であ
ると認識しておりますので、この点を今一度確
認した上で検討することといたしますが、町と
して引き続き、町民の皆様方とともに柴崎選手
を応援していきたいと思います。

社会教育・ス
ポーツ課

9

【特産を活かしたフェス】
山形の芋煮フェスを見習って、特産を活かした
フェスを開くのはどうか。（こかぶフェス、ホ
タテフェス、カワラケツメイフェスなど）

　山形の芋煮フェスとは規模が比べものになり
ませんが、ＪＡゆうき青森では、こかぶ収穫体
験や試食会等を行うフレッシュフェスタ、漁業
協同組合では、常夜燈みなとまつりで水産物関
係のフェスタを、町主催では常夜燈フェスタを
開催し町特産品のＰＲ等を行っております。
　更に大規模な事業をするとなると、財政的な
問題と、関係機関の調整等もありますので今後
協議したいと思います。

農林水産課

7

【小学校統合について】
　現在、野辺地町には3つの小学校があります
が、児童数は年々確実に減少し続けています。
校舎は1つでも充分に収まる児童数だと思いま
すし、コスト面で考えた時にも校舎3つより1つ
の方が維持費も安くなるだろうというように私
は考えています。町長がどのようにお考えなの
か、お聞かせ願えませんか。

　全国的に少子化が進む中、当町においても児
童数は年々減少しており、社会情勢をみてもこ
の傾向はまだまだ続くものと思われ、これによ
り、学校の運営や教育環境に様々な影響を及ぼ
すことが懸念されます。

　現在、当町の小学校３校を合わせた学級数は
20学級であり、10年前と比べて９学級の減と
なっています。特に馬門小学校においては、複
式学級を編成せざるを得ない状況にあり、小学
校の規模の適正化は、当町の重要課題の一つと
なっております。

　児童数の減少に合わせて、現在の３校を１校
に統合すればどうかとの御意見でありますが、
学校数を少なくすれば、確かに維持管理費も抑
えられ財政的効果も期待できますし、子供たち
の教育環境ということを第一に考えても、統合
して１校にすることが望ましいのではないかと
思います。

　今後、統廃合に向けた具体的な検討を加速さ
せて参りたいと考えておりますが、まず、今年
度においては、小学生の保護者の皆様からご意
見を伺う予定としております。意見聴取に当
たっては、より多くの保護者の声を聴きたいこ
とや、コロナ感染防止の観点から、会議形式で
はなく、アンケート形式により実施したいと思
います。
　そして、年度内には、具体的な統廃合の方法
やスケジュール案などをお示しした上で、来年
度において、住民説明会等を開催し、統廃合に
向けた合意形成を図っていきたいと考えており
ます。

学校教育課

8

【野辺地音頭のアレンジについて】
伝統にとらわれずに、例えばラップアレンジに
するなど若者向けにアレンジするのはどうか。
（七戸町では虎丈様をサンババージョンにした
「トラジョサンバ」がある。七高校が秋祭りで
毎年、流し踊りをしている。）

　野辺地音頭を若者に親しみやすくアレンジを
行い、町を盛り上げていきたいという発想はユ
ニークであり、そのような町おこし活動をする
団体等には期待をもって支援していきたいと思
います。

総務課
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【まちづくり総合計画】
①進捗状況をお知らせください。
②公立野辺地病院の現状と今年の改善策を示し
てほしい。

①お尋ねの進捗状況についてでありますが、現
在、町では、「第５次まちづくり総合計画」に
対しての達成度調査を昨年度に実施した調査結
果を今後、町ホームページで公表する予定とし
ております。

　現在は、次期の令和３年度から令和１２年度
までの「第６次まちづくり総合計画」の「基本
構想」及び「基本計画」を策定中であります。

②野辺地病院の新年度に入ってからの状況とこ
れからの施策についてお伝えします。
　新年度に入ってからの状況は、新型コロナウ
イルス感染症の影響で、４月及び５月の入院及
び外来患者数は、大きく落ち込んでおり、それ
に伴い収益の減少がありました。
　しかしながら、６月の収益状況は一戸病院事
業管理者の方針に基づく施策（注）が功を奏し
てきており、４月から６月の累計でプラスに転
じるところまで回復している状況です。
　引き続き、病院事業管理者の経営方針のも
と、収益確保と費用の効率的執行に努められる
よう期待しています。

【（注）一戸病院事業管理者の方針に基づく施
策】
①手術件数の増加…県外からの非常勤麻酔科医
師を招聘し、手術の件数を増加させること。

②新たな診療報酬加算点数の届出

③介護施設と連携して、入所の緊急時の受入体
制を構築し、入院患者数を増加させること。

①地域戦略課

12

【コロナウイルス対策】
感染拡大傾向の中で町としての今後の取組計画
をお知らせください。
①経済的支援
②医療面での対策
③感染予防の対策

①の経済的支援については、国並びに県が行っ
ている支援の周知を徹底して参りたいと思いま
す。また、国・県が行っている経済支援では賄
えない部分については町独自の支援策を検討し
早急に取り組んで行きたいと思います。

②・③の医療面・感染予防につきましては、国
や県で示している新しい生活様式を普及・啓発
などを広報等を通じて行っていく予定です。

総務課

11

【役場新庁舎建設事業について】
事業の進捗状況と事業に関する町財政計画をお
知らせください。

①現在、用地交渉をしています。用地確定後に
基本設計業務を発注します。

②新庁舎建設事業の財源に「市町村役場機能緊
急保全事業債」及び「役場庁舎建設基金」を活
用して、一般財源の持ち出しを少なくすること
としており、今後の財政運営に影響を与えるこ
となく、事業を実施することとしています。

財政課



14

【町長の考えが聞きたい】
公立野辺地病院の経営全般について

　新年度に入ってからの経営状況をお伝えしま
す。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、４月及
び５月の入院及び外来患者数は、大きく落ち込
んでおり、それに伴い収益の減少がありまし
た。
　しかしながら、６月の収益状況は一戸病院事
業管理者の方針に基づく施策（注）が功を奏し
てきており、４月から６月の累計でプラスに転
じるところまで回復している状況です。
　引き続き、病院事業管理者の経営方針のも
と、収益確保と費用の効率的執行に努められる
よう期待しています。

【（注）一戸病院事業管理者の方針に基づく施
策】
①手術件数の増加…県外からの非常勤麻酔科医
師を招聘し、手術の件数を増加させること。

②新たな診療報酬加算点数の届出

③介護施設と連携して、入所の緊急時の受入体
制を構築し、入院患者数を増加させること。



Ｎｏ． 担当課

4

【みちのく丸事業】
みちのく丸をどのように終結させようと考
えているのか。

　みちのく丸については、安全性を確保しなが
ら、積立している基金の範囲内で、一般財源を
使わず利活用ができる範囲で維持管理していく
予定としております。

　なお、「みちのく丸」の状態等を見ながら５
年を目途に今後の方向性を示してまいります。

地域戦略課

2

【役場庁舎建設事業】
　一般町民が利用できる公衆トイレを併設
してほしい。

　設計において検討いたします。
（行在所見学者のためにも必要と考えていま
す。ただし、３，０００㎡と限られた面積での
対応となります。）

財政課

3

【小学校統合事業について】
　とりあえず馬小を野小、若葉小のいずれ
かと統合、併合し経費削減を考えるべきと
思う。

　全国的に少子化が進む中、当町においても児
童数は年々減少しており、社会情勢をみてもこ
の傾向はまだまだ続くものと思われ、これによ
り、学校の運営や教育環境に様々な影響を及ぼ
すことが懸念されます。

　現在、当町の小学校３校を合わせた学級数は
20学級であり、10年前と比べて９学級の減と
なっています。特に馬門小学校においては、複
式学級を編成せざるを得ない状況にあり、小学
校の規模の適正化は、当町の重要課題の一つと
なっております。

　今後、統廃合に向けた具体的な検討を加速さ
せて参りたいと考えておりますが、まず、今年
度においては、小学生の保護者の皆様からご意
見を伺う予定としております。意見聴取に当
たっては、より多くの保護者の声を聴きたいこ
とや、コロナ感染症防止の観点から、会議形式
ではなく、アンケート形式により実施したいと
思います。

　そして、年度内には、具体的な統廃合の方法
やスケジュール案などをお示しした上で、来年
度において、住民説明会等を開催し、統廃合に
向けた合意形成を図っていきたいと考えており
ます。なお、馬門小学校を、先行的に野辺地小
学校か若葉小学校のどちらかに統合したらどう
かという御意見でありますが、今後、保護者や
町民の声を聴きながら、選択肢の一つとして検
討を進めて参りたいと思います。

学校教育課

のへじ♡ファンミーティング　事前のご意見・ご質問（下町２区集会所　8/7）

意見・質問内容 町回答内容

1

　野辺地川に木がはえているがなんとかな
らないでしょうか。災害がおきてからでは
遅いと思う。

今年度、県工事として実施が予定されておりま
す。

　①事業規模：L=約1,200ｍ【あすなろ橋（野
　　　　　　　辺地病院裏）～枇杷野川河口
　　　　　　　付近】

　②工　　程：7月9日入札　8月下旬まで調
　　　　　　　査・測量、9月上旬から工事
　　　　　　　着手の予定。稚魚放流やサケ
　　　　　　　等の漁期との兼ね合いもあり、
　　　　　　　工事着手及び完成時期に変更
　　　　　　　が生じる可能性があります。

建設環境課
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【町職員のプロ意識の自覚の無さ】
①挨拶がない
②窓口対応について

　ご指摘いただいたことは真摯に受け止め、挨
拶及び窓口対応について、職員の指導を更に徹
底して参ります。

総務課

8

【常夜燈公園の活用】
　港湾埋立て場所に音楽・劇場の発表の場
所を。みちのく丸は屋内展示としてはどう
か？

　常夜燈公園の活用への御提案ありがとうござ
います。
　音楽・劇場施設につきましては、県が実施し
ている埋立実施期間で、町有地となる用地の利
用について計画を立てることとしております。
　また、屋内展示については、ベイフロント計
画の中に位置付けされていましたが、現状を考
えれば、財政的に多額となるため、屋内展示施
設の建設については白紙とさせていただいてお
ります。みちのく丸については、安全性を確保
しながら、積立している基金の範囲内で、一般
財源を使わず利活用ができる範囲で維持管理し
ていく予定としておりますので御理解くださる
ようお願いいたします。

地域戦略課

6

【国体ハンドボール競技について】
　ハンドボール競技青年の部・成年の部の
開催市へ野辺地町で引き受けた少年の部の
開催をお願いできないものかどうか。

　国民体育大会（国体）は、２０２３年（令和
５年）から国民スポーツ大会（国スポ）と名称
が変更されますことを、はじめにお知らせいた
します。
　国スポは、国内最大のスポーツイベントであ
り青森県においては、２０２５年（令和７年）
に昭和５２年の開催以来４８年ぶりの開催とな
る予定であり、馬術競技を山梨県で、水泳の一
部競技（飛込）を宮城県で開催する以外、県内
全市町村で正式種目（３６競技）のほか、特別
競技（１競技）、公開競技（７競技）更にはデ
モンストレーションスポーツの何かしらの種目
が行われる予定であり、国スポは全県挙げての
開催となる予定であります。
　国スポは、「広く国民の間にスポーツを普及
し、国民の健康増進と体力の向上を図り、地方
スポーツの推進と地方文化の発展」に寄与し、
国民生活を明るく豊かにしようとすることを開
催の目的としているところでもあります。
　この様なことから、当町においても現状の中
で可能な限りでの開催を目指すものであり、
『当町で国スポを開催しない』ことは考えてお
りませんので、御理解の程よろしくお願いいた
します。
　なお、会場地となることで、会場地の競技
（当町はハンドボール競技）の選手強化に要す
る補助の対象となり、当町のハンドボール競技
の強化・発展に寄与するメリットもあり、ま
た、この強化等において、５年後の国民スポー
ツ大会への選手として出場し活躍されることも
期待されますことを申し添えます。

社会教育・ス
ポーツ課

7

【新たな特産物の掘り起こし】
　第一次産業は大切です。町民が一番に喜
ぶような安く良い特産物を収穫する。町外
にも望まれる。

　大変貴重なご意見と受けとめております。

　当町の農家さんは日々努力して町特産品であ
る「葉つきこかぶ」等を首都圏等に出荷してお
ります。しかしながら、当町の農業者を含む一
次産業に関しての喫緊の課題は後継者不足の解
消であります。後継者不足解消のため町では現
在、３名の新規就農者を地域おこし協力隊とし
て委嘱し後継者不足の解消に期待を込めていま
す。

農林水産課
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【野中グランド改修事業】
風が吹いたときに、土ぼこりや砂が舞う。
どのように対処するのか？

　強風時における野辺地中学校グラウンドの砂
塵により、周辺の地域住民の皆様には多大な御
迷惑をお掛けしていることは、大変申し訳な
く、深くお詫び申し上げます。

　今年度、砂塵対策のためのグラウンド改修を
予定しておりましたが、土の入れ替えや防塵
ネットを設置しても、１００パーセント砂塵を
抑えることができないということもあり、費用
対効果の観点から一旦事業を見直すことにいた
しました。

　よって、砂塵を改善するための対策について
は今後も継続して検討を進めて参りたいと考え
ておりますので、御理解くださるようお願いし
ます。

学校教育課

9

【下北半島道路に接する町の交通対策】
　すでに40年来の水喰線ー下北縦貫道路へ
の接続は絶体やりとげる。やりとげなけれ
ば町民としてなさけない。

　ご指摘の県道について確認いたしましたとこ
ろ、当時、下北半島縦貫道路の関連道路（側
道）として整備を進めてきましたが、現在は事
業が中断されている状況で、中止したわけでは
ないということでした。
　なお、当該道路については具体的な事業計画
はないものの、供用済み区間については、今後
も県道として管理していくとのことでした。

建設環境課


